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　本
学
は
2
0
2
9
年
度
に
受
審
す
る

第
4
期
認
証
評
価
を
見
据
え
、
内
部
質

保
証
の
実
質
化
を
図
る
べ
く
、2
0
2
5

年
度
に
16
学
部
50
学
科
全
て
の
3
つ
の

ポ
リ
シ
ー
を
見
直
し
ま
し
た
。
見
直
し

に
あ
た
り
、
各
学
科
に
伴
走
し
推
進
し

た
の
が
、
私
の
所
属
す
る
I
R
・
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。本
セ
ン
タ
ー
は
、

入
学
者
や
学
習
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
分

析
し
、
学
部
・
学
科
の
教
育
改
善
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
従
来
、
別
々

の
組
織
で
担
っ
て
い
た
I
R
と
教
育
改

善
・
支
援
業
務
を
統
合
し
て
２
０
２
３

年
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　見
直
し
は
、
各
ポ
リ
シ
ー
同
士
の

整
合
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
各
学

部
・
学
科
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
の

策
定
も
同
時
に
進
め
ま
し
た
。こ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
を
別
個
で
作
成
す
る
と
、
両

者
の
整
合
性
を
あ
ら
た
め
て
調
整
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。
D
P
の
達
成

度
を
ど
う
測
る
と
教
育
改
善
に
つ
な
げ

や
す
く
な
る
の
か
は
、
セ
ッ
ト
で
考
え

る
ほ
う
が
合
理
的
で
す
。

と
は
い
え
、
50
学
科
の
ポ
リ
シ
ー
を

一
斉
に
整
備
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
学
修
成
果
の
把
握
し
や
す
さ

も
学
部
・
学
科
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
の
ポ
リ
シ
ー
の
つ
く
り
方
や

表
現
の
し
か
た
も
異
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、本
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

近
畿
大
学
と
し
て
最
低
限
満
た
す
べ
き

要
件
の
み
「
策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
示

す
に
と
ど
め
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
学

部
・
学
科
に
任
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

正
解
や
細
か
い
ル
ー
ル
を
押
し
付
け
る

の
で
は
な
く
、
改
革
の
方
向
性
を
共
有

す
る
「
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
」
を
設
け
、
各

学
科
の
独
自
性
と
主
体
性
を
尊
重
す
る

こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　見
直
し
に
先
立
ち
、
学
部
・
学
科
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
向
け
に
「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
開
発
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
、

あ
ら
た
め
て
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
の
意
義

や
、
学
修
成
果
の
可
視
化
の
必
要
性
、

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
か
ら
ラ
ー
ニ
ン
グ
へ
の

転
換
と
い
っ
た
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

基
本
的
な
考
え
方
を
共
有
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
案
ま
で
に
、
中
間
提
出
の

機
会
も
設
け
、
50
学
科
分
の
案
に
コ
メ

ン
ト
を
付
し
て
返
却
。
一
方
的
な
修
正

指
示
は
せ
ず
、「
こ
の
能
力
は
入
試
で

確
認
し
て
い
ま
す
か
」「
こ
の
ポ
リ
シ
ー

と
現
行
の
教
育
実
践
は
整
合
性
が
取
れ

て
い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
問
い
か
け
の

形
を
取
り
、
各
学
部
・
学
科
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
育
の
質
を
自
ら
の
言
葉
で
説

明
で
き
る
状
態
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ

し
ま
し
た
。

　学
部
・
学
科
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
も
工
夫
し
て
い
ま

す
。
S
l
a
c
k
を
活
用
し
、
必
要
に

応
じ
て
各
学
部
・
学
科
専
用
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
設
け
る
な
ど
し
、
相
談
し
や
す

い
し
く
み
を
整
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
シ
ラ
バ
ス
上
で
の
学
修
成
果
の
示

し
方
や
、
そ
の
成
果
検
証
に
使
う
学
内

デ
ー
タ
の
検
討
と
い
っ
た
学
部
・
学
科

個
別
の
相
談
に
応
じ
な
が
ら
策
定
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　今
回
の
見
直
し
作
業
は
、
本
セ
ン

タ
ー
に
と
っ
て
も
学
部
・
学
科
と
の
関

係
を
深
め
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
2
0
3
0
年
度
か
ら
の
「
新
た
な

評
価
」
制
度
で
は
、
3
つ
の
ポ
リ
シ
ー

や
学
修
成
果
の
可
視
化
を
実
際
の
教
育

改
善
に
生
か
し
、
質
の
向
上
を
継
続
的

に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
セ

ン
タ
ー
は
引
き
続
き
学
部
・
学
科
に
伴

走
し
、
各
自
が
改
善
を
進
め
ら
れ
る
サ

イ
ク
ル
を
着
実
に
動
か
し
て
い
き
ま

す
。

3
ポ
リ
シ
ー
と
評
価
を
結
び

改
善
サ
イ
ク
ル
の
基
盤
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
示
し
つ
つ

学
部
・
学
科
の
自
律
を
保
つ
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カリキュラム開発支援セミナーの資料（※抜粋）

セミナーのタイムライン・内容

 50学科の3ポリシー見直しにあたり、IR・教育支援センターは全3回の「カリ
キュラム開発支援セミナー」を実施した。対象は全教職員ではなく、あえて教務
委員、学部長補佐、学科教務責任者、学部事務職員などのキーパーソンに
絞った。その理由は、単なる説明会ではなく、センターと各学部・学科との接点
を早い段階からつくるためだ。先に学部・学科内で実務を担う教職員と共通理
解を深めて、センターと各学部・学科との距離を縮めることで、二人三脚で見
直しを進める土台を築いた。
　同センターの白藤康成特任講師は、「教育に対して非常に熱心な教員が
多く、教育改善に前向きだ」と話す。2026年度前期に始めた生成AI活用に
関するランチセミナーでは、多数の教員が自発的に事例発表に手を挙げ、後
期もセミナーを継続することになった。全学的な改革を実質化するには、しくみ
を整えるだけでなく、現場の主体的な取り組みを広げ、支える土壌をつくること
が重要だと言えよう。

伴走の土台を早期に築くための
「カリキュラム開発支援セミナー」

キャンパス／大阪府東大阪市、堺市、奈良県奈良市、和歌山県紀の川市、広島県東広島市、福岡県飯塚市
学生数／37,850人　設置者／学校法人近畿大学　創立／1925年（1949年大学設置）　
建学の精神／「実学教育」と「人格の陶冶」　
学部／看護、法、経済、経営、理工、建築、薬、文芸、総合社会、国際、情報、農、医、生物理工、工、産業理工　
大学院／法学、商学、経済学、総合理工学、建築学、情報学、薬学、総合文化、農学、医学、生物理工学、システム工学、産業理工学、
実学社会起業イノベーション学位プログラム　THE世界大学ランキング2026／1201-1500位

近畿大学内部質保証システムにおけるIR・教育支援センターの位置付け
学修成果に基づく教育改善に向けて
全学科の3ポリシーを一斉見直し

学部学科数が多い大規模大学ならではの内部質保証のしくみの整え方とは？
16学部50学科を擁する近畿大学にその工夫を聞く。

近畿大学

注目！

たけなかよしかず●大阪大学大学院人間科学研究
科臨床教育学専攻博士後期課程修了。関西大学教
育開発支援室主任、愛媛大学准教授を経て、2023
年より現職。山梨県立大学特任准教授、宝塚大学教
学マネジメントアドバイザー等を兼務。

竹中 喜一
IR・教育支援センター 准教授

3ポリシーの意義、
教学マネジメント、ティーチングから
ラーニングへの転換などを解説

第1回

第2回

第3回 学科の中間
提出後

3ポリシー見直し・
アセスメントプラン
策定開始時期

見直し依頼の
4～5か月前

時 期回数 内 容

具体的な見直し方法を
最低限のマニュアルとともに共有

50学科の3ポリシー中間案への
フィードバックを実施

理事会

最高意思決定機関

学校法人近畿大学
経営戦略会議企画 Plan

副学長
（研究推進担当）

研究推進
委員会

副学長

IR・教育支援
センター③④ 学長

相互に連携

改善
Action

指示

提案

学部長会議
大学院委員会

指
示
・
提
案

実行 Do

指
示

各学部・研究科等

点検評価
Check

評価報告

報
告

評
価

活
動
報
告

連携

自己点検・
評価委員会②

自己点検・
評価委員長

推進体制のポイント

①教学運営会議が、自己
点検・評価や外部評価で
明らかになった課題を受
け止め、改善に向けたア
クションプランを策定
②各学部・研究科等の自
己点検結果は、全学的に
集約・再点検され、教学
運営会議への報告と各
部局へのフィードバックに
つなげる
③IR・教育支援センター
は、主に学部教育のPlan
を担当。IR、教学企画、教
育支援の3部門で、教学・
教務に関する現状分析、
制度・施策の立案、FDの
企画運営を行う
④PDCAサイクルに必要
なデータ提供・分析も担
い、各学部の点検・改善
を支援する

（教学担当）

大学院改革
推進委員会

大学院
部長

教学運営会議①

全学内部質保証
推進組織

要
請

提
案

意
見

外部評価
委員会

＊1 コミュニケーションアプリの一種

＊1
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多く、教育改善に前向きだ」と話す。2026年度前期に始めた生成AI活用に
関するランチセミナーでは、多数の教員が自発的に事例発表に手を挙げ、後
期もセミナーを継続することになった。全学的な改革を実質化するには、しくみ
を整えるだけでなく、現場の主体的な取り組みを広げ、支える土壌をつくること
が重要だと言えよう。

伴走の土台を早期に築くための
「カリキュラム開発支援セミナー」

キャンパス／大阪府東大阪市、堺市、奈良県奈良市、和歌山県紀の川市、広島県東広島市、福岡県飯塚市
学生数／37,850人　設置者／学校法人近畿大学　創立／1925年（1949年大学設置）　
建学の精神／「実学教育」と「人格の陶冶」　
学部／看護、法、経済、経営、理工、建築、薬、文芸、総合社会、国際、情報、農、医、生物理工、工、産業理工　
大学院／法学、商学、経済学、総合理工学、建築学、情報学、薬学、総合文化、農学、医学、生物理工学、システム工学、産業理工学、
実学社会起業イノベーション学位プログラム　THE世界大学ランキング2026／1201-1500位

近畿大学内部質保証システムにおけるIR・教育支援センターの位置付け
学修成果に基づく教育改善に向けて
全学科の3ポリシーを一斉見直し

学部学科数が多い大規模大学ならではの内部質保証のしくみの整え方とは？
16学部50学科を擁する近畿大学にその工夫を聞く。

近畿大学

注目！

たけなかよしかず●大阪大学大学院人間科学研究
科臨床教育学専攻博士後期課程修了。関西大学教
育開発支援室主任、愛媛大学准教授を経て、2023
年より現職。山梨県立大学特任准教授、宝塚大学教
学マネジメントアドバイザー等を兼務。

竹中 喜一
IR・教育支援センター 准教授

3ポリシーの意義、
教学マネジメント、ティーチングから
ラーニングへの転換などを解説

第1回

第2回

第3回 学科の中間
提出後

3ポリシー見直し・
アセスメントプラン
策定開始時期

見直し依頼の
4～5か月前

時 期回数 内 容

具体的な見直し方法を
最低限のマニュアルとともに共有

50学科の3ポリシー中間案への
フィードバックを実施

理事会

最高意思決定機関

学校法人近畿大学
経営戦略会議企画 Plan

副学長
（研究推進担当）

研究推進
委員会

副学長

IR・教育支援
センター③④ 学長

相互に連携

改善
Action

指示

提案

学部長会議
大学院委員会

指
示
・
提
案

実行 Do

指
示

各学部・研究科等

点検評価
Check

評価報告

報
告

評
価

活
動
報
告

連携

自己点検・
評価委員会②

自己点検・
評価委員長

推進体制のポイント

①教学運営会議が、自己
点検・評価や外部評価で
明らかになった課題を受
け止め、改善に向けたア
クションプランを策定
②各学部・研究科等の自
己点検結果は、全学的に
集約・再点検され、教学
運営会議への報告と各
部局へのフィードバックに
つなげる
③IR・教育支援センター
は、主に学部教育のPlan
を担当。IR、教学企画、教
育支援の3部門で、教学・
教務に関する現状分析、
制度・施策の立案、FDの
企画運営を行う
④PDCAサイクルに必要
なデータ提供・分析も担
い、各学部の点検・改善
を支援する

（教学担当）

大学院改革
推進委員会

大学院
部長

教学運営会議①

全学内部質保証
推進組織

要
請

提
案

意
見

外部評価
委員会

＊1 コミュニケーションアプリの一種

＊1


